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図版125 N5区出土遺物



おわりに

中ノ池遺跡は、丸亀平野における弥生時代前期から中期初頭に

かけての重要な遺跡であります。これまでの調査の経緯をみると、

常に注目されていながらどの調査も断片的な調査にならざるを得

なかった。今回もまた局部的な調査になってしまった。特に第一

次の調査からすでに「環濠」の存在が指摘され、中ノ池遺跡は環

濠集落であるとされてきた。

しかし今回の報告にかかる第一次発掘調査、及びその後二次、

二次の調査を積み重ねていくに従つて、次々と溝が検出され、ま

すます環濠の実態がつかみにくくなってきた。

先にも触れたように、本報告は第一次調査の資料編となるもの

で、引き続き二次、二次の報告の中で問題点を絞 りこんで行きた

いと考えています。

また中ノ池遺跡は、人と自然を考える上で貴重な資料を提供し

てくれます。讃岐平野で稲作農耕を.始 めた人類が、いかに水を管

理してきたか、至る所に掘 り巡らされた水路を通じて、人々がい

かに農耕基盤造 りに取り組んできたかを知ることができます。

このようなことを念頭に今後 とも資料の整理に取 り組む覚悟で

あります、関係各位のご支援をお願いいたします。
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